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高
知
県
内
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
拡
大
し
、
高
幡
消
防
組
合
に
お

い
て
も
感
染
防
止
対
策
の
た
め
、
様
々
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
感
染
リ
ス

ク
の
高
い
救
急
業
務
で
は
、
出
動
す
る
救

急
隊
員
が
二
次
感
染
を
受
け
な
い
よ
う
対

策
を
し
て
お
り
ま
す
。
す
べ
て
の
救
急
出

動
時
に
感
染
防
止
衣
、
手
袋
、
ゴ
ー
グ
ル
、

高
性
能
マ
ス
ク
を
着
用
（
写
真
左
側
）
す

る
な
ど
、
平
素
よ
り
厳
重
な
体
制
を
取
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
１
９
番
通
報
の
段

階
で
、
通
報
者
か
ら
傷
病
者
の
発
熱
、
呼

吸
器
症
状
の
有
無
や
旅
行
歴
等
を
可
能
な

限
り
聴
取
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
疑
い
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に

は
、更
に
高
度
な
感
染
防
止
衣
の
着
用
（
写

真
左
側
）
を
行
っ
て
出
動
し
ま
す
。
医
療

機
関
に
搬
送
し
た
後
は
、
救
急
車
内
の
消

毒
作
業
、
換
気
も
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　

救
急
車
を
ご
利
用
さ
れ
る
皆
様
と
救
急

隊
員
の
感
染
防
止
の
た
め
、
こ
の
様
な
取

り
組
み
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

〇
飛
ま
つ
感
染
防
止
用
シ
ー
ト
の
注
意
点

　

レ
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
等
へ
飛
ま
つ
防
止
用
シ
ー

ト
の
設
置
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
シ
ー
ト
の
材

質
に
よ
っ
て
は
、
着
火
・
燃
焼
し
や
す
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。 火
気
使
用
設
備
・
器
具
、
白
熱

電
球
等
の
熱
源
と
な
る
も
の
な
ど
か
ら
距
離
を

と
る
こ
と
や
、
必
要
に
応
じ
て
難
燃
性
又
は
不

燃
性
の
も
の
の
使
用
を
検
討
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

■
新
し
い
生
活
様
式
で
の
火
災
予
防

■ 
二
次
感
染
を
防
ぐ

〇
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
の
危
険
性

　

手
指
消
毒
等
の
た
め
、
消
防
法
に
定
め
る
危

険
物
の
第
４
類
ア
ル
コ
ー
ル
類
（
ア
ル
コ
ー
ル

濃
度
が
60
％
以
上
）
に
該
当
す
る
消
毒
用
ア
ル

コ
ー
ル
を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
消

毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
は
火
気
に
よ
り
引
火
し
や
す

く
、
ま
た
、
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
か
ら
発
生
す

る
可
燃
性
蒸
気
は
空
気
よ
り
重
く
低
所
に
滞
留

し
や
す
い
た
め
、
取
り
扱
う
場
合
に
は
十
分
注

意
す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

救急出動時の感染防止衣

救急車内の消毒作業の様子



消防ポンプ自動車

救助工作車II型

機動連絡車

平成30年7月豪雨（九州地方）
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緊
急
消
防
援
助
隊
と
は
、
日
本
に
お
け
る

全
国
的
な
消
防
応
援
の
制
度
及
び
同
制
度
に

基
づ
く
消
防
部
隊
で
す
。
被
災
地
の
消
防
力

の
み
で
は
対
応
困
難
な
大
規
模
災
害
・
特
殊

な
災
害
の
発
生
に
際
し
て
、
発
災
地
市
町
村

長
・
都
道
府
県
知
事
あ
る
い
は
消
防
庁
長
官

の
要
請
に
よ
り
出
動
し
、
現
地
で
都
道
府
県

単
位
の
部
隊
編
成
を
行
い
災
害
救
助
活
動
を

行
い
ま
す
。
平
成
７
年
１
月
17
日
に
発
生
し

た
阪
神
淡
路
大
震
災
を
機
に
同
年
６
月
、
現

在
の
総
務
省
消
防
庁
が
緊
急
消
防
援
助
隊
制

度
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
高
幡
消
防
組
合
で

も
平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
に
高
知
県
隊
消
火
隊
と
し
て
須
崎
消

防
署
に
配
備
し
て
あ
る
水
槽
付
き
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
で
当
組
合
か
ら
５
名
の
隊
員
を
岩

手
県
大
船
渡
市
に
派
遣
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
高
幡
消
防
組
合
は
高
知
県
の
中
央

西
ブ
ロ
ッ
ク
に
所
属
し
て
お
り
、
写
真
の
３

台
が
緊
急
消
防
援
助
隊
出
動
車
両
に
な
り
ま

す
。
消
火
隊
、
救
助
隊
、
後
方
支
援
隊
な
ど

が
緊
急
消
防
援
助
隊
高
知
県
隊
と
し
て
出
動

し
ま
す
。
後
方
支
援
隊
が
出
動
す
る
場
合
は

大
型
の
無
線
ア
ン
テ
ナ
を
装
備
す
る
可
搬
型

衛
星
地
球
局
、
通
称
Ⅴ
Ｓ
Ａ
Ｔ
を
積
載
し
出

動
し
ま
す
。
任
務
は
被
災
地
の
情
報
収
集
で

す
。
出
動
す
る
隊
員
は
各
署
所
か
ら
選
ば
れ

た
消
防
士
が
活
躍
し
ま
す
。

　

現
在
日
本
の
平
均
気
温
は
、
１
０
０
年
あ
た
り
1.1
℃
の
割
合
で
上
昇
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
猛
烈
な
雨
（
１
時
間
降
水
量
80
㎜
以
上
の
雨
）
の
年
間
発

生
回
数
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
の
進
行
に
伴
っ
て
大
雨
や
短
時
間

に
降
る
強
い
雨
の
頻
度
は
さ
ら
に
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
台
風
や
豪

雨
に
よ
る
風
水
害
、
土
砂
災
害
の
発
生
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

大
雨
に
よ
る
浸
水
で
50
㎝
を
上
回
る
場
合
（
大
人
の
膝
上
程
度
）
の
避
難
行

動
は
大
変
危
険
で
す
。
流
れ
が
は
や
い
場
合
、
20
㎝
程
度
（
大
人
の
足
首
程
度
）

で
も
歩
行
が
不
可
能
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
記
憶
に
新
し
い
平
成
30
年
７

月
の
九
州
地
方
の
豪
雨
で
も
逃
げ
遅
れ
て
犠
牲
に
な
っ
た
方
が
多
数
発
生
し
ま

し
た
。
今
一
度
自
分
の
住
む
地
域
の
防
災
状
況
等
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

緊
急
消
防
援
助
隊
の
紹
介

緊
急
消
防
援
助
隊
の
紹
介

自
然
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
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令
和
元
年
の
高
幡
消
防
組
合
管
内
の
救

急
出
動
件
数
の
内
訳
は
次
の
通
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。
一
昨
年
３
２
８
９
件
あ
っ
た

出
動
件
数
が
昨
年
は
３
２
６
０
件
に
微
減

し
ま
し
た
。
急
病
に
よ
る
搬
送
が
約
60
％

を
占
め
、
次
い
で
一
般
負
傷
、
転
院
搬
送

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
出
動
に

は
運
動
競
技
、
加
害
、
水
難
、
自
然
災
害

等
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
気
温
差
が
激
し
く

体
調
を
崩
し
や
す
い
季
節
で
す
。
体
調
管

理
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
元
年
の
高
幡
消
防
組
合
の
火
災
原

因
件
数
内
訳
は
次
の
通
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

一
昨
年
32
件
あ
っ
た
火
災
が
昨
年
は
23

件
に
減
少
し
ま
し
た
。

火
入
れ
や
焚
火
を
行
う
際
に
は
最
寄
り
の

消
防
署
に
「
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
届
出

書
」
を
提
出
し
、
天
候
を
考
慮
す
る
と
と

も
に
、
消
火
器
具
を
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

11
月
9
日
〜
11
月
15
日
の
間
、
全
国
一

斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
運
動
は
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時

期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
住
民
の
皆
様
に

防
火
防
災
に
関
す
る
意
識
や
防
災
行
動
力

を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
火
災
の

発
生
を
防
ぎ
、
万
が
一
発
生
し
た
場
合
に
も

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
火
災
か
ら
尊

い
命
と
貴
重
な
財
産
を
守
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
火
災
予
防
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

　

平
成
23
年
6
月
1
日
よ
り
、
す
べ
て
の

家
庭
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
化
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
ご
家
庭
は
設

置
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
す
で
に
設

置
さ
れ
て
い
る
ご
家
庭
で
も
い
ざ
と
い
う

時
に
正
常
に
作
動
す
る
よ
う
に
定
期
的
な

点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

大
切
な
家
族
や
自
分
自
身
の
命
を
守
る

た
め
に
、
設
置
率
1
0
0
％
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

救
急
統
計

火
災
統
計

秋
の
火
災
予
防
週
間
運
動

住
宅
用
火
災
警
報
器

令和2年度全国統一防火標語

金メダル

その火事を
防ぐあなたに

令和元年　高幡消防組合火災原因件数内訳

令和元年　高幡消防組合救急出勤件数内訳

不明（調査中）

その他

焚き火・火入れ

こんろ

ストーブ・こたつ

かまど・炉など

たばこ

電気・配線機器
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転院搬送

交通
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■
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